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“Kimono" and “Obi" of present have established at Eeo period. 
In the first term of Edo period，“Kosode" was gorgeous，“Obi" was just simple， so they 
were just the second existence. 
But the position of them was reverseed later Edo period. 
So we considered the process from the background of history with culture， politics， 
economy of those day. 
緒 罰
現在の「着物jと「帯Jは江戸時代に確立したと言われる.江戸持代といえば，町人がカと賛を貯え，それを圧す
る為に幕府は多くの禁令・倹約令を出した時代である.だが町人はそれに負けず，独自の文化を築き，衣服のす
べてを極めた.この江戸時代を次の3期に分けて「小袖と帯jの関連性について探ることにした.
1.前期 (元和 1615~ 寛文 166 1)
2.中期 (延~ 1673~ 寛延 1748)
3.後期 (宝暦 1751~ 慶応 1865)
そしてその手段として，雛形ヌド，浮世絵などを資料とし時代背景と併せて考察した.
1.前期
当時，小袖は豪華，帯は質言葉で地味という点が特徴である.
装飾伎に重きを霞いた小袖は豪華絢燃で，地質には練緯や倫子といった高級な絹地が使われていた.また染め
や織りでは， J土が花染や刺繍や摺箔による縫箔といった加工法の中でも最高の技術が使われた.
これに対して，帯は小袖を美しく見せる為の手段に過ぎなかった.布地には小袖の余り布などが使われ，幅は
5~6 寸(約 15~18 cm)を2つ折りにしたものや， 2~3 寸(約 6~9cm)のまるで帯というよりは紐といったほうが
L 、いようなものであった.もちろん，小袖に克られるような豪華奈な装飾はなかった.
このように豪華な小袖と地味な帯の関係は，当時の人々にとってどのような存在であったのか3点の側関から
考えてみた.
まず小袖の装飾性との関連である.当時の人々は小袖にとても興味を示しており，小袖の筆やかさを強調する
ためにあえて帯は地味にしていた.当時の人々は，小袖，帯のどちらもが自己主張すると，そこには美は存在し
ないという美意識をもっていた.また，この時代の小袖の身隠は異常なまでに広く，これに縫箔を施すとかなり
の重さであったと想像される.それに加えて太く長い帯をするということは日常的に考えられないことであり，
帯の細さ，短さはこのこととも大きく関連していると恩われる.
次は帯の幅から検討してみる.反物縞の改正前の身隠は大変広く納を包む部分の裾まわりは 2m以上にも及
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ふ このような小袖に太い帯をすると,足の自由な動きを奪うことになり,細い帯を使うことで活動性を得てい
たのである.また,反物幅改正直後まで小袖には身八ツロは見られず,袖と身頃はしっかりと縫い付けられてい
た.日常的な動作の上からは細い帯でないと無理があった.そして,帯の結び方にも工夫はなくちよう結び,一
文字結びなど簡単なものであった.[Photo.1]
第三点目は小袖の模様配置との関連である.慶長小袖に見られる大模様･絵画模様は,小袖全体をキャンバス
として用いるため,腰の位置,いわゆる帯を締める位置が考慮されずに描かれたものである.｢小袖をありのま
まの姿で受け入れたい.｣このような当時の人々の気持ちが,帯を太くさせない原田であったように考えられる.
[Photo.2]
Photo.1 湯女図の一部
(染織の美4 京都啓院)
Photo.2 松浦犀風の一部
(原色日本の美術第 13巻 小学館)
2.中 期
前期は小袖に大変ぜいたくを尽くしたが,中期になると小袖は次第に地味になり,帯が派手になった点が特徴
である,なぜ帯が派手になり装飾性がおかれるようになったのか,当時の歴史的背景から探ることにする.
江戸幕府は参勤交代を義務づけた.そのことにより一年ごとに江戸と封地を行き来するための大名行列にかな
りの財産を使うことになるが,逆にこれに便乗し利益を得た者がいた.商人である.それまでの政治･文化の中
心は上方であり,江戸はまだ発展してなかったので,そこで生活するための必需品を揃えさせるのに大名たちは
地方の商人を集めたのである.それを見ていた大坂の問屋商人や富裕な商人は,そろって江戸に出店し始めたの
である.こうして商人を中心とした町人たちは富を蓄え賛沢をするよ須こなり,その賛沢は遊里や衣服に向けら
れた.特に女性の場合,ひたすら賢は衣服-と注がれたのである.
これを裏付けるものとして数多くの雛形本の出版が挙げられる.雛形本は小袖のスタイルブックといえるもの
で,当時の小袖の流行を知る重要な資料である.寛文6年 (1667)｢御ひなかた｣を最初とし江戸後期,文政の頃
まで発刊され続けた,現在存在するものが百数十種であるから,実際はそれより多くのものが出版されていたと
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思われる.また出版元は京･大坂･江戸に限られ,上方出
版が多いことからも上方に文化の中心がおかれていたこ
とが証明される.Photo.3は雛形本の一例であり,
Table.1からもわかるように模様構成も多様である.この
雛形本の出版や内容からも衣服-の賓沢をうかがい知る
ことができる.
この賛沢を見ていた幕府は,財政を立て直すためにも
質素倹約令を命じ数々の禁令･倹約令を出した,その中
に,反物幅の改正を命ずるものがあった.寛永 3年
(1626)を第 1回に,3回に渡って出された.これは反
物の幅と長さを規定するもので,これにより小袖の裁断
法は変化した.[Fig.1]今まで広かった身幅は,この改
正例により狭くなり着用時の重なり分が少なく着崩れが
起きた.これを防く･のに太い帯をしなければならないよ
うになった.つまり,改正令により｢装飾性｣よりも着崩
れを防く･という｢実用性｣が帯幅を太くする原田であった
と推察される.その帯幅は,5-6寸(約 15-18cm),辛
保になると9寸(約27cm)になり,長さは 1丈2尺(約
364cm)となった.わずか70年程で帯幅は3倍に,長さ
は2倍弱にも拡大したのである.
改正前(1600年頃)
Photo.3 雛形本の一例
(御ひなかた上 学習研究社)
改正後(1700年頃)
Fig.1. 反物幅改正前後における小袖寸法の比較(単位:cm)
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Table 1. 雛形本にみる模様の一例(江戸時代中期頃)
全体大模様 上下向一模様 上下別模様 散らし模様 左あき模様
新版ひいなかた
17 9 O O 6 
延宝4年(1677)
諸国ひいなかた
O O 6 O 74 
貞享3年(1686)
友禅ひし、なかた
12 19 11 。 16 
貞享5年(1688)
常磐ひし、なかた
元禄13年(1700)
39 5 14 2 43 
雛形商)1タ紅葉
46 49 。 O 
享保3年(1718)
雛形節の戸
享保9年(1724)
30 5 12 5 O 
このようなまでに実用性を訴えてきた当時の人々に，装飾伎という感性を芽生えさせたのは禁令と歌舞伎の流
行であった.この時に出された禁令は小袖や衣服に関してであり，帯に対しての制限は全くなく，帯にはすべて
の可能性があったのである.これに加えてこの頃，歌舞伎が大流行し，延宝の歌舞伎役者育弥は，帯をかわり結
びにしていた娘からヒントを得て「吉弥結び」を考案した.[Photo 4J帯丈を 1丈2尺にし，イ可重lこも腰に巻い
て幣の存在感を出し，人々の闘を引かせた.また，帯の乗れに重りを入れゆらゆらと揺れる様子は舞台効果を上
げた.町人たちはこの吉弥結びをまねし，帯に装飾性を持たせることを考え始めたのである.
こうした歴史的背景により帯の存在は大きくなり，派手になった理由が理解で‘きたが，これに関連して小袖は
どう変化したのだろう.まず，帯綴が太くなったことで大きく変化したのは小袖の模様構成で、ある.次はその代
表的な模様構成の 5例である.
(1)それまでの斜構成の中央部が上下に分かれている模様.やがてこれは，清模様・裾模様になる. [Photo. 5J 
(2)上下の模様をはっきり 2種類に分けたもの. (上下別模様など)[Photo. 6J 
(3)幾何構成をもった模様. (縞・格子・段・一部の絵模様など)[Photo. 7J 
(4)全面的な構成をもっ模様. (小紋-散らし模様など)[Photo. 8J 
(5)帯に中断されても上下のつながりが分かるもの. (松竹梅-大樹)[Photo. 9J 
以上のように帯に遮られでもし、L、ような構成に変化した.また，小袖の丈とのバランスをとるように袖丈が長く
なり「振り袖Jが生まれたり，更に太くなった帯で腕が動きにくく，日常的動作に支障が生じたことから「八ツ口J
が生まれたことは，小袖の大変革といえる.
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Photo.4 菱川師宣 見返り美人園 Photo.5 白地雪輪松竹模様蔽繍小袖
(染織の美7 京都書院)
Photo.6 市松と紅葉に鷹文様小袖
(日本の染色第4巻 中央公論社)
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(日本の染色第3巻 中央公論社)
(浜口 ･佐藤 ･植田 ･内田 ･小平)
Photo.8 竹垣に折枝文様小袖
(鐘紡コレクション小袖 1 毎日新聞社)
3.後 期
Photo.9 束穀斗文様振袖
(日本の染色第4巻 中央公論社)
後期になると,帯は益々華やかに派手になり小袖は一層地味になってくる
前期とは正反対に装飾性は帯に
おかれた.帯の布地には給子,厚
板,ビロード,競均など種類を増
し,結び方には文庫くずし,一つ
結び,だらり結び,おいそ結びな
どと工夫を凝らしていった.そし
て,しばらくは9寸だった帯幅は
歌舞伎の影響を受け,文化･文政
の頃には 1尺(約 30C皿)にまで
なった.
これに対 して小袖は大変地味
で,帯の引き立て役のようであっ
た.全体に若々しい活力が失わ
れ,また大胆な模様が少なくな
る.中期より引き好く裾模様はそ
の部分が小さくなり,凄模様,裾
模様-と発展し,模様自体小柄で
ある点が特徴である.縞模様や反
復模様,遠くから見ると無地に見
える小紋などが主流となった.し
かし裏地に高価な布地を使用した
Photo.10 歌川広重 photo.11 歌川豊春
深川芸者立姿図 三味線を持つ美人固
く肉筆浮世絵撰集 学習研究社) (肉筆浮世絵撰集 学習研究社)
-38-
江戸時代の小袖と宇野の関連伎について
り，さりげなく紅絹を使ったり，模様を入れたりと隠れたところに工夫ぜどした.しかし，色は鼠，藤，泉，紺と
いった地味な色使いで，徹底した渋好みがうかがえる.[Photo. 10J 
このような派手な帯と地味な小袖の関係をまとめてみた まず小袖と帯の長さを考えると，文化・文政の頃は
小袖の丈は長く伸び引きずるようになっていた.これに呼応して帯も，大きく結び長く垂らすのが流行した.こ
れは遊女や歌舞伎役者の強い影響を受けているが，帯を長くま量らしゆらゆら揺れる姿に女らしさを感じていたよ
うである.このように引きずるような小袖と長く黍れる帯は全体にパランスよく調和がとれたのである.[Pho-
to. 11J だが帯は太く長く，また中期以降堅くなっていたことも加えて結びにくく崩れ安くなっていた.その
ため，帯揚げや帯締めなど手告に関する補助器具が生まれた.このことからも人々は帯にこだわり，予告が注目され
るよう努力していたことが想像される.
次は小被の模様との関連伎である.手持騒が広くなり，結びが大きくなったことで小袖の模様は一層目立たなく
なる.中期以降の裾模様は8寸 5寸 3寸とその穏を小さくしていった.そして次第に模様は葵へと移行し，
裳模様が生まれた.つまり帯の色・栴が派手になることで，必然的に小袖の模様も小さくなり，全体的に地味な
色・柄に変化していったのである.もちろん，衣服についての厳しい禁令によワ小袖は地味にならざるをえな
かったのだが，菜に高価な紅績を使ったりして隠れた装飾をしており，お澗落を楽しみたい当時の人々のきを意識
は根強く残っていた.
総揺
以上，江戸時代の小袖と帯の関連の推移をTable.2に示す.江戸時代金体を通して言えることは，装飾性は小
袖から常に移ってきたということである.
前期の小袖は布地に高級な絹地を使い，丹精込めた縫箔や染めがされている.それに比べて帯は小袖を美しく
見せる手段に過ぎなかった.まったく装飾伎がなかったわけで
ができなかったのである.
Table 2 小袖と帯の関連性
吉右 期 中 鍛 後 期
形 山 山口 日ワ口U 日桃山小袖 慶長小袖 多記文小袖 元禄小剥1
官官器開醐 地霊安:*議子、綾子、紗綾初l 曹司染織友糊鹿子 o む怒 華道綴.絵樹、幾何 談機:絵E菌、幾何、上下E王 e 然、紅 色 :路考茶
大談機 7.8分あき大宅建様 上下lJl模様 上下関ー器産機 結主菜採
'JIl文以前 延宝Z天和 文化文政
綴:5~6 寸(2つ祈りにして使用) 関:5~6寸 炎さ:1丈2尺 綴:1尺 長さ:1丈2尺
手若 地空室.木綿 1由貿'金震語、綴子、機予 地質:金審議、重量殆、修夜、
箆文年間 小松lの余り地 卒保 色 :小豆色、金茶色 ビロード
総:2~3 寸 長さ:6尺5寸 卒者・ 7寸 長さ:1丈2尺 色 :~語系
i 小袖の塁棄さ告さを強調するため、格に号室昔話伎は少 1.幣は太くなり小袖の軽量綴機成は干告に遮られても 1.機関が太く結びが大きくなっ
なく結び方も工夫がない いい機成に変化する たことは、小袖の談機を目立た
2 縫箔などにより小袖自体が笈いため、動き易い 2 小織の丈が引きずる長さになり完雪崩れを防ぐた なくし裾模様裂総綴がさ主流となる
ょう格は綿く申j審請も施されていない め格闘は太くなる 2 小械の身丈・袖丈が引きずる長
塁 3.反物議の改正前は身頃が広く、太い織の使用は 3.小袖のパラ γスから被丈が主主くなり振り袖が主主 さになると幣のま量れも炎くなり
迷
活動に然望室を与えた まれた 露関和がとれる
4.小徽が大談様であったため、老議綴を生かすには 4.太い格は践を動きにくくするため八ツ臼が主主ま 3.小袖が地味なため必然的tこ稽
1性 細い干告が長率した れた の色岨柄は派手になる
5. j窓文づ南出の頃、1r.綾部分がさI'Elになっていたた 5.小袖の引き立て役だった帯は絡が太くなったこ 4. 7持の拡大によ 0務長騒げ、橋締
め左翼綴が分割され易くなり次第に殺は太くなる とで次第に装飾伎をもっ めなどの主義効器具さがさ住まれる
6.帯?の結び方も数多く考3話され形を保つため殴く
なる
????
(浜口・佐藤・植侶・内田・小平)
しかし中期になると，帯tこ装飾性がおかれるようになる.度震なる禁令・倹約令により反物の煽と長さが規定
され，小袖の身帳が狭くなった.それは設なり分が少なくなるために着崩れをき色じ太い予告を必要とするように
なった.これが帯幅が太くなった理由であるが，その様に装飾性を与えたのが歌舞伎の流行である.小袖に関し
て幕府は綿々と下元警にまで禁令を出したが，携に対しては何一つ制限がなかったのである.そして歌舞伎によ
り，歌舞伎俳優の携の装飾性宅どまねるようになったのである.
そして後期になると，禁令に伴い小袖は地味になるが，裟に高価な生地主ピ使ったり，模様を入れたりなど隠れ
たところに工夫を凝らした.そして，派手な帯をすることにより小袖を引き立てた.それは自分の頭より大きな
結び目で，地面にま詮れるほど長い帯であった.それ程までに装飾性を大事にし，お酒手喜を楽しんだ江戸後期には
「粋Jf通jとL、う苦言葉が生まれたのである.
また，コたくなった帯によって小袖の模様構成が変化したことも忘れてはならない.帯が締められる場所には模
様を入れず，璃と裾部分に模様を入れる経済的なものや上下模様も帯を考慮した代表的なものといえる.そして
更に帯が太くなると，上半身には模様な入れない半模様・裾模様・複模様へと移行していった.
度震なる禁令にも負けずに，町人たちはお酒落を求め楽しみ，独自の文化宏築き上げた.衣服はその時代の社
会を反狭するというが，まさに，江戸時代の小袖と帯はその言葉が当てはまるように怒う.
こうして江戸時代の小袖と帯について時代背景と平行してその変遷をたどってきたが，想像した以上に当時の
経済や政治や文化などが小袖と帯に関連していることが伺えた.そして，別々に歴史を歩んで、きたように見える
小袖と帯は，突はお互いに切り離せない関係でともに発展してきたものであることが理解できた.
参考文献
1)山辺知行，北村哲郎，悶畑纂八，小袖，一議潔， (1963) 
2)安田丈一，きものの歴史，織研新関社， (1972) 
3)河上繁樹，鐘紡コレクション 小袖 1，毎日新聞社， (1987) 
4) 日本風俗史学会，日本風俗史事典，弘分堂， (1979) 
5)村上信彦，服装の歴史1，2，環論社， (1979) 
6)元井能，日本服装文化史，草友出版， (1920) 
7)増田家浮，きものの生活史，新草出絞， (1987) 
8)金沢藤隆，江戸服装史，青蛙房， (1962) 
9)石井良助校訂，徳川禁令考，法制史学会編，鋭分社， (1956-61) 
10)遠藤武，服装近代史，雄山閣(1970)
11)坂本真美子，竹内滋子，小袖における染織文様について，武庫川女子大学卒業論文 (1991)
12)文彩社編，小袖模様雛形本集成第一，二，三，田，学習研究社， (1985) 
13) 日本浮世絵撰集編，肉筆浮世絵撰集，学習研究社， (1985) 
14)服装文化協会編，服装大百科事典年表・文献-資料集，文化出版局， (1976) 
15)読売新聞社大阪社婦人部編，おんなの服飾史，読売新聞社(1984)
16)河端笑央，きもの文化史，鹿島出版会， (1968) 
17)京都国立博物館 13本の染織技と美 ，京都議院， (1987) 
18) 日本の意匠第 I巻，京都議院， (1984) 
40 
